
(57)【要約】

【課題】電気掃除機において、非運転中に、ホースから

ホース先端のハンドル部を外して使用する際に、スイッ

チ操作を減らすことにより使用者の利便性を向上させる

こと。

【解決手段】塵埃を吸引するモーター２３を内蔵し吸気

口を形成した掃除機本体２１と、前記モーター２３の回

転を制御する制御部と、前記制御部にモーター制御用の

信号を送信するスイッチ３９を備えたハンドル部３７と

、一端が前記吸気口に接続され他端が前記ハンドル部３

７に着脱自在に接続されたホース２８とを備え、非運転

時に前記ホース２８が前記吸気口に接続された状態で前

記ホース２８を前記ハンドル部３７から外すと、前記制

御部が前記モーター２３の運転を開始させる構成の電気

掃除機とした。これにより、スイッチを操作することな

く、ホース２８からハンドル部３７を外して掃除を開始

でき、使用者の利便性を向上させることが可能になる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
塵 埃 を 吸 引 す る モ ー タ ー を 内 蔵 し 吸 気 口 を 形 成 し た 掃 除 機 本 体 と 、 前 記 モ ー タ ー の 回 転 を
制 御 す る 制 御 部 と 、 前 記 制 御 部 に モ ー タ ー 制 御 用 の 信 号 を 送 信 す る 第 １ ス イ ッ チ を 備 え た
ハ ン ド ル 部 と 、 一 端 が 前 記 吸 気 口 に 接 続 さ れ 他 端 が 前 記 ハ ン ド ル 部 に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ
た ホ ー ス と を 備 え 、 非 運 転 時 に 前 記 ホ ー ス が 前 記 吸 気 口 に 接 続 さ れ た 状 態 で 前 記 ホ ー ス を
前 記 ハ ン ド ル 部 か ら 外 す と 、 前 記 制 御 部 が 前 記 モ ー タ ー の 運 転 を 開 始 さ せ る 構 成 と し た 電
気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ２ 】
塵 埃 を 吸 引 す る モ ー タ ー を 内 蔵 し 吸 気 口 を 形 成 し た 掃 除 機 本 体 と 、 前 記 モ ー タ ー の 回 転 を
制 御 す る 制 御 部 と 、 前 記 制 御 部 に モ ー タ ー 制 御 用 の 信 号 を 送 信 す る 第 １ ス イ ッ チ を 備 え た
ハ ン ド ル 部 と 、 一 端 が 前 記 吸 気 口 に 接 続 さ れ 他 端 が 前 記 ハ ン ド ル 部 に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ
た ホ ー ス と 、 前 記 ハ ン ド ル 部 に 接 続 す る 側 の ホ ー ス 端 部 に 可 動 自 在 に 設 け ら れ た 吸 込 み ア
タ ッ チ メ ン ト と を 備 え 、 非 運 転 時 に 前 記 ホ ー ス が 前 記 吸 気 口 に 接 続 さ れ た 状 態 で 前 記 ハ ン
ド ル 部 を 前 記 ホ ー ス か ら 外 し 、 前 記 吸 込 み ア タ ッ チ メ ン ト を 可 動 さ せ て 前 記 ハ ン ド ル 部 の
替 わ り に 前 記 ホ ー ス と 連 通 さ せ て 接 続 し た 際 に 、 前 記 制 御 部 が 前 記 モ ー タ ー の 運 転 を 開 始
さ せ る 構 成 と し た 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ３ 】
ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 す と 、 ま た は ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 し 吸 込 み ア タ ッ チ メ ン
ト を 可 動 さ せ て 前 記 ハ ン ド ル 部 の 替 わ り に 前 記 ホ ー ス と 連 通 さ せ て 接 続 す る と 、 制 御 部 が
、 予 め 定 め た 吸 引 力 と な る よ う に モ ー タ ー を 制 御 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の
電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ４ 】
ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 す と 、 ま た は ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 し 吸 込 み ア タ ッ チ メ ン
ト を 可 動 さ せ て 前 記 ハ ン ド ル 部 の 替 わ り に 前 記 ホ ー ス と 連 通 さ せ て 接 続 す る と 、 制 御 部 が
、 制 御 可 能 な 最 強 ま た は 最 弱 の 吸 引 力 と な る よ う に モ ー タ ー を 制 御 す る 構 成 と し た 請 求 項
１ ま た は ２ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ５ 】
ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 す と 、 ま た は ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 し 吸 込 み ア タ ッ チ メ ン
ト を 可 動 さ せ て 前 記 ハ ン ド ル 部 の 替 わ り に 前 記 ホ ー ス と 連 通 さ せ て 接 続 す る と 、 制 御 部 が
、 前 記 ハ ン ド ル 部 か ら 前 記 ホ ー ス を 外 す 直 前 の 吸 引 力 と な る よ う に モ ー タ ー を 制 御 す る 構
成 と し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ６ 】
吸 引 さ れ る ゴ ミ の 量 を 検 出 す る ゴ ミ 検 出 手 段 を 備 え 、 ハ ン ド ル 部 か ら ホ ー ス を 外 す と 、 ま
た は ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 し 吸 込 み ア タ ッ チ メ ン ト を 可 動 さ せ て 前 記 ハ ン ド ル 部 の 替
わ り に 前 記 ホ ー ス と 連 通 さ せ て 接 続 す る と 、 制 御 部 が 、 前 記 ゴ ミ 検 出 手 段 か ら の 出 力 に 応
じ て モ ー タ ー を 制 御 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ホ ー ス を 電 気 掃 除 機 本 体 に 接 続 し て 使 用 す る 電 気 掃 除 機 に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 の 掃 除 機 は 、 掃 除 機 本 体 の 吸 引 モ ー タ ー の 回 転 制 御 を 行 う 第 １ ス イ ッ チ の
配 設 さ れ る セ ン タ ン パ イ プ 部 が ホ ー ス 端 部 に 対 し て 、 係 合 手 段 に よ り 着 脱 自 在 で あ り 、 ホ
ー ス 端 部 に も 吸 引 モ ー タ ー の 回 転 制 御 を 行 う 第 ２ ス イ ッ チ を 配 し た 構 成 で あ っ た （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － １ ９ ９ ４ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 前 記 従 来 の 構 成 に お い て は 、 ホ ー ス 端 部 に 吸 引 モ ー タ ー の 回 転 制 御 を 行 う
た め の 第 ２ ス イ ッ チ を 配 さ な け れ ば な ら ず 、 ホ ー ス 端 部 の 構 造 を 大 き く す る 必 要 が あ っ た
。 ま た 、 ホ ー ス 端 部 へ ス イ ッ チ を 設 け る こ と で コ ス ト が 増 大 し 、 ま た 構 造 が 大 き く ま た 重
く な る こ と で ホ ー ス の 操 作 性 が 悪 い な ど の 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る も の で あ り 、 ハ ン ド ル 部 を 外 し た 状 態 で の ボ タ ン
操 作 を 無 く し 、 ホ ー ス 端 部 の 構 造 を 小 さ く す る こ と で ホ ー ス 部 の み の 操 作 時 に 操 作 性 の 向
上 を 図 っ た も の で あ る 。 ま た 第 ２ ス イ ッ チ の 廃 止 に よ り コ ス ト 削 減 も 図 る と し た 電 気 掃 除
機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 電 気 掃 除 機 は 、 塵 埃 を 吸 引 す る モ ー タ ー を
内 蔵 し 吸 気 口 を 形 成 し た 掃 除 機 本 体 と 、 前 記 モ ー タ ー の 回 転 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 前 記 制
御 部 に モ ー タ ー 制 御 用 の 信 号 を 送 信 す る 第 １ ス イ ッ チ を 備 え た ハ ン ド ル 部 と 、 一 端 が 前 記
吸 気 口 に 接 続 さ れ 他 端 が 前 記 ハ ン ド ル 部 に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ た ホ ー ス と を 備 え 、 非 運 転
時 に 前 記 ホ ー ス が 前 記 吸 気 口 に 接 続 さ れ た 状 態 で 前 記 ホ ー ス を 前 記 ハ ン ド ル 部 か ら 外 す と
、 前 記 制 御 部 が 前 記 モ ー タ ー の 運 転 を 開 始 さ せ る 構 成 と し た も の で あ る 。 ま た ホ ー ス 端 部
へ の ア タ ッ チ メ ン ト の 装 着 に よ っ て も 運 転 を 開 始 す る 機 能 を 設 け る こ と で 、 ホ ー ス 端 部 を
利 用 の 想 定 と し た 使 用 者 の 利 便 性 を 図 る こ と を 目 的 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ っ て 、 従 来 で は 操 作 性 の 悪 か っ た ホ ー ス 端 部 を 用 い て の 掃 除 に お い て 操 作 性 が
向 上 し 、 ス イ ッ チ 操 作 を 減 ら す こ と に よ り 利 用 者 の 利 便 性 を 向 上 さ せ た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 電 気 掃 除 機 の ホ ー ス と 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ る ハ ン ド ル 部 か ら 前 記 ホ ー ス を 外 す 操 作 、 ま
た は ア タ ッ チ メ ン ト 使 用 を 行 う 操 作 に よ っ て 掃 除 機 の 動 作 を 開 始 さ せ る こ と で 、 掃 除 機 利
用 者 の 利 便 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 発 明 に よ れ ば 、 塵 埃 を 吸 引 す る モ ー タ ー を 内 蔵 し 吸 気 口 を 形 成 し た 掃 除 機 本 体 と
、 前 記 モ ー タ ー の 回 転 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 前 記 制 御 部 に モ ー タ ー 制 御 用 の 信 号 を 送 信 す
る 第 １ ス イ ッ チ を 備 え た ハ ン ド ル 部 と 、 一 端 が 前 記 吸 気 口 に 接 続 さ れ 他 端 が 前 記 ハ ン ド ル
部 に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ た ホ ー ス と を 備 え 、 非 運 転 時 に 前 記 ホ ー ス が 前 記 吸 気 口 に 接 続 さ
れ た 状 態 で 前 記 ホ ー ス を 前 記 ハ ン ド ル 部 か ら 外 す と 、 前 記 制 御 部 が 前 記 モ ー タ ー の 運 転 を
開 始 さ せ る 構 成 と し た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と な く 掃 除 を 行 う
こ と が で き 、 ま た ス イ ッ チ を ホ ー ス 端 部 に 設 け な い こ と に よ り 、 ホ ー ス 端 部 を 小 型 、 軽 量
化 す る こ と が で き 操 作 性 の 向 上 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 塵 埃 を 吸 引 す る モ ー タ ー を 内 蔵 し 吸 気 口 を 形 成 し た 掃 除 機 本 体 と 、 前 記
モ ー タ ー の 回 転 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 前 記 制 御 部 に モ ー タ ー 制 御 用 の 信 号 を 送 信 す る 第 １
ス イ ッ チ を 備 え た ハ ン ド ル 部 と 、 一 端 が 前 記 吸 気 口 に 接 続 さ れ 他 端 が 前 記 ハ ン ド ル 部 に 着
脱 自 在 に 接 続 さ れ た ホ ー ス と 、 前 記 ハ ン ド ル 部 に 接 続 す る 側 の ホ ー ス 端 部 に 可 動 自 在 に 設
け ら れ た 吸 込 み ア タ ッ チ メ ン ト と を 備 え 、 非 運 転 時 に 前 記 ホ ー ス が 前 記 吸 気 口 に 接 続 さ れ
た 状 態 で 前 記 ハ ン ド ル 部 を 前 記 ホ ー ス か ら 外 し 、 前 記 吸 込 み ア タ ッ チ メ ン ト を 可 動 さ せ て
前 記 ハ ン ド ル 部 の 替 わ り に 前 記 ホ ー ス と 連 通 さ せ て 接 続 し た 際 に 、 前 記 制 御 部 が 前 記 モ ー
タ ー の 運 転 を 開 始 さ せ る 構 成 と し た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 ア タ ッ チ メ ン ト の 使 用 状 態
に な る と 吸 引 モ ー タ ー の ス イ ッ チ が 入 る こ と で 、 使 用 者 が ホ ー ス 端 部 を 用 い て の 掃 除 を 行
お う と 意 図 し た と き に ス イ ッ チ 操 作 無 し に 掃 除 機 を ス タ ー ト さ せ る こ と で 煩 雑 な 操 作 を 減
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ら す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 す と 、 ま た は ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 し 吸
込 み ア タ ッ チ メ ン ト を 可 動 さ せ て 前 記 ハ ン ド ル 部 の 替 わ り に 前 記 ホ ー ス と 連 通 さ せ て 接 続
す る と 、 制 御 部 が 、 予 め 定 め た 吸 引 力 と な る よ う に モ ー タ ー を 制 御 す る 構 成 と し た も の で
あ る 。 こ れ に よ り 、 モ ー タ ー 吸 引 の ス イ ッ チ 操 作 を 行 わ ず し て 予 め 定 め た 最 適 の 吸 引 力 と
な り 利 便 性 が 向 上 す る こ と を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 す と 、 ま た は ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 し 吸
込 み ア タ ッ チ メ ン ト を 可 動 さ せ て 前 記 ハ ン ド ル 部 の 替 わ り に 前 記 ホ ー ス と 連 通 さ せ て 接 続
す る と 、 制 御 部 が 、 制 御 可 能 な 最 強 ま た は 最 弱 の 吸 引 力 と な る よ う に モ ー タ ー を 制 御 す る
構 成 と し た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 ホ ー ス 先 端 部 ま た は 吸 込 み ア タ ッ チ メ ン ト を 用 い て
の 掃 除 を 行 う 際 に 、 吸 込 み 力 が 必 要 と さ れ る 被 掃 除 面 あ る い は 、 あ ま り 吸 込 み 力 が 必 要 と
さ れ な い 被 掃 除 面 で の 利 便 性 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 す と 、 ま た は ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 し 吸
込 み ア タ ッ チ メ ン ト を 可 動 さ せ て 前 記 ハ ン ド ル 部 の 替 わ り に 前 記 ホ ー ス と 連 通 さ せ て 接 続
す る と 、 制 御 部 が 、 前 記 ハ ン ド ル 部 か ら 前 記 ホ ー ス を 外 す 直 前 の 吸 引 力 と な る よ う に モ ー
タ ー を 制 御 す る 構 成 と し た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 ホ ー ス 端 部 ま た は 吸 込 み ア タ ッ チ メ
ン ト で の 掃 除 を 行 い た い 場 合 に 、 直 前 の 吸 込 み 力 を 継 続 し て 利 用 す る こ と が で き 、 利 便 性
が 向 上 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 吸 引 さ れ る ゴ ミ の 量 を 検 出 す る ゴ ミ 検 出 手 段 を 備 え 、 ハ ン ド ル 部 か ら ホ
ー ス を 外 す と 、 ま た は ホ ー ス を ハ ン ド ル 部 か ら 外 し 吸 込 み ア タ ッ チ メ ン ト を 可 動 さ せ て 前
記 ハ ン ド ル 部 の 替 わ り に 前 記 ホ ー ス と 連 通 さ せ て 接 続 す る と 、 制 御 部 が 、 前 記 ゴ ミ 検 出 手
段 か ら の 出 力 に 応 じ て モ ー タ ー を 制 御 す る 構 成 と し た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 利 用 者 が
ス イ ッ チ に よ る 強 弱 の 切 り 替 え の 操 作 等 を 行 う こ と な く 、 ホ ー ス 端 部 ま た は 吸 込 み ア タ ッ
チ メ ン ト を 用 い た 掃 除 を 行 う こ と が で き 、 吸 引 力 が 自 動 で 制 御 さ れ る こ と で 吸 引 力 が 一 定
と な る 制 御 に 比 べ て 、 消 費 電 力 や 運 転 音 を 抑 え る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ に お い て 、 ２ １ は 前 側 に 上 方 開 口 状 の 集 塵 室 ２ ２ を 形 成 し 、 後 方 に は 塵 埃 吸 引 用 の
モ ー タ ー ２ ３ 、 電 源 コ ー ド ２ ４ を 巻 装 し た コ ー ド 巻 き 取 り 装 置 ２ ５ な ど を 組 み 込 ん だ 、 電
気 掃 除 機 本 体 （ 以 下 本 体 と い う ） で 、 前 記 集 塵 室 ２ ２ に は 集 塵 を 集 積 す る 紙 袋 ２ ６ を 着 脱
自 在 に 取 着 し 、 そ の 上 方 開 口 を 覆 う よ う に 蓋 体 ２ ７ が 本 体 ２ １ に 回 動 自 在 に 配 設 さ れ て い
る 。 本 体 ２ １ の 前 方 に は ホ ー ス ２ ８ の 接 続 パ イ プ ２ ９ が 取 着 さ れ る 吸 気 口 ３ ０ を 形 成 し た
フ ロ ン ト カ バ ー ３ １ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 ホ ー ス ２ ８ の 先 端 部 ３ ２ に は ハ ン ド ル 部 ３ ７
が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 さ ら に 、 床 ノ ズ ル ３ ３ が 延 長 管 ３ ４ を 介 し て 取 り 付 け ら れ て
い る 。 前 記 本 体 ２ １ に は 下 面 に 移 動 用 の キ ャ ス タ ー ３ ５ を 、 側 面 に ロ ー ラ ー ３ ６ を そ れ ぞ
れ 配 設 し て い る 。 ま た 、 図 １ の 接 続 パ イ プ ２ ９ は ホ ー ス を 流 れ る 塵 埃 量 を 検 知 す る た め の
塵 埃 検 知 部 を 設 け て い る 。 接 続 パ イ プ ２ ９ は 図 ２ に よ る と 、 吸 気 通 路 を 形 成 す る 連 結 パ イ
プ ８ と 上 部 に 形 成 し た 尾 錠 ケ ー ス ９ と 、 バ ネ 等 で 附 勢 さ れ た 尾 錠 １ ０ と 、 塵 埃 検 知 部 の 制
御 基 板 １ １ と 、 前 記 制 御 基 板 １ １ を 収 容 す る 基 板 ケ ー ス １ ２ に よ り 構 成 さ れ 、 ホ ー ス ３ の
後 方 に て 連 結 パ イ プ ８ に 塵 埃 検 知 部 １ ３ の 検 知 手 段 と し て 一 対 の 赤 外 線 発 光 部 １ ４ と 、 受
光 部 １ ５ を 吸 気 通 路 内 に 臨 む よ う に 設 け て い る 。 １ ６ は パ ッ キ ン で 、 前 記 パ ッ キ ン １ ６ 及
び そ の 近 傍 に 潤 滑 材 を 塗 布 し 、 回 転 部 分 の エ ア ー タ イ ト を し て い る 。 ホ ー ス カ バ ー １ ７ は
ホ ー ス ３ の 接 続 部 を 保 護 し て い る 。 以 上 の 構 成 に よ っ て 、 掃 除 中 に お け る 塵 埃 を 塵 埃 検 知
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部 で 検 知 し 、 塵 埃 の 有 無 に よ り 本 体 内 の 電 動 送 風 機 を コ ン ト ロ ー ル す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の 構 成 に お け る 作 用 は 次 の よ う に な る も の で あ る 。 床 面 の 掃 除 に 使 用 す る と き は ハ
ン ド ル 部 ３ ７ を 握 っ て 床 ノ ズ ル ３ ３ を 操 作 し て 掃 除 を 行 う が 、 カ ー テ ン や ソ フ ァ ー 、 あ る
い は 狭 い と こ ろ の 掃 除 を 行 う と き に は 、 ハ ン ド ル 部 ３ ７ か ら ホ ー ス ２ ８ を 外 す と 同 時 に モ
ー タ ２ ３ が 始 動 す る こ と で 先 述 の 箇 所 に お け る 掃 除 が ス イ ッ チ を 入 れ る こ と な く 取 り 掛 か
る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 他 の 実 施 例 と し て ホ ー ス 端 部 を 外 し た 際 の 吸 い 込 み 力 を 予 め 設 定 す る こ と に よ り 、
使 用 者 の 意 図 し た 利 用 場 所 を 想 定 す る こ と に よ り 利 便 性 を 図 れ る も の で あ る 。 吸 い 込 み 力
の 設 定 は 、 吸 い 込 み 力 を 制 御 で き る 範 囲 の 中 で 最 強 、 最 弱 ま た は ホ ー ス 端 部 を 外 す 直 前 の
吸 引 力 と す る こ と が で き る 。 ま た は 塵 埃 の 検 知 す る 装 置 に よ り 、 塵 埃 量 に よ り 吸 い 込 み 力
が 変 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 １ に お い て 、 ２ １ は 前 側 に 上 方 開 口 状 の 集 塵 室 ２ ２ を 形 成 し 、 後 方 に は 塵 埃 吸 引 用 の
モ ー タ ー ２ ３ 、 電 源 コ ー ド ２ ４ を 巻 装 し た コ ー ド 巻 き 取 り 装 置 ２ ５ な ど を 組 み 込 ん だ 、 電
気 掃 除 機 本 体 （ 以 下 本 体 と い う ） で 、 前 記 集 塵 室 ２ ２ に は 集 塵 を 集 積 す る 紙 袋 ２ ６ を 着 脱
自 在 に 取 着 し 、 そ の 上 方 開 口 を 覆 う よ う に 蓋 体 ２ ７ が 本 体 ２ １ に 回 動 自 在 に 配 設 さ れ て い
る 。 本 体 ２ １ の 前 方 に は ホ ー ス ２ ８ の 接 続 パ イ プ ２ ９ が 取 着 さ れ る 吸 気 口 ３ ０ を 形 成 し た
フ ロ ン ト カ バ ー ３ １ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 ホ ー ス ２ ８ の 先 端 部 ３ ２ に は ハ ン ド ル 部 ３ ７
が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 さ ら に 、 床 ノ ズ ル ３ ３ が 延 長 管 ３ ４ を 介 し て 取 り 付 け ら れ て
い る 。 前 記 本 体 ２ １ に は 下 面 に 移 動 用 の キ ャ ス タ ー ３ ５ を 、 側 面 に ロ ー ラ ー ３ ６ を そ れ ぞ
れ 配 設 し て い る 。 ま た 、 図 １ の 接 続 パ イ プ ２ ９ は ホ ー ス を 流 れ る 塵 埃 量 を 検 知 す る た め の
塵 埃 検 知 部 を 設 け て い る 。 接 続 パ イ プ ２ ９ は 図 ２ に よ る と 、 吸 気 通 路 を 形 成 す る 連 結 パ イ
プ ８ と 上 部 に 形 成 し た 尾 錠 ケ ー ス ９ と 、 バ ネ 等 で 附 勢 さ れ た 尾 錠 １ ０ と 、 塵 埃 検 知 部 の 制
御 基 板 １ １ と 、 前 記 制 御 基 板 １ １ を 収 容 す る 基 板 ケ ー ス １ ２ に よ り 構 成 さ れ 、 ホ ー ス ３ の
後 方 に て 連 結 パ イ プ ８ に 塵 埃 検 知 部 １ ３ の 検 知 手 段 と し て 一 対 の 赤 外 線 発 光 部 １ ４ と 、 受
光 部 １ ５ を 吸 気 通 路 内 に 臨 む よ う に 設 け て い る 。 １ ６ は パ ッ キ ン で 、 前 記 パ ッ キ ン １ ６ 及
び そ の 近 傍 に 潤 滑 材 を 塗 布 し 、 回 転 部 分 の エ ア ー タ イ ト を し て い る 。 ホ ー ス カ バ ー １ ７ は
ホ ー ス ３ の 接 続 部 を 保 護 し て い る 。 以 上 の 構 成 に よ っ て 、 掃 除 中 に お け る 塵 埃 を 塵 埃 検 知
部 で 検 知 し 、 塵 埃 の 有 無 に よ り 本 体 内 の 電 動 送 風 機 を コ ン ト ロ ー ル す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 構 成 に お け る 作 用 は 次 の よ う に な る も の で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 ホ ー ス ２ ８
を ハ ン ド ル 部 ３ ７ か ら 外 し 、 ア タ ッ チ メ ン ト ４ ０ 先 端 部 ３ ２ に 装 着 す る こ と に よ り モ ー タ
ー ２ ３ の ス イ ッ チ を 入 れ る こ と が 出 来 る 。 さ ら に 、 図 ４ に 示 す よ う に 先 端 部 ３ ２ を 回 動 ま
た は 前 後 さ せ る こ と に よ り 、 先 端 部 ３ ２ を ア タ ッ チ メ ン ト と し て 利 用 で き る よ う な 構 成 と
し た 場 合 に 、 先 端 部 ３ ２ を 回 動 ま た は 前 後 さ せ る と 同 時 に モ ー タ ー ２ ３ の ス イ ッ チ を 入 れ
る こ と が 出 来 る 。 こ れ に よ り 煩 雑 な 操 作 を 行 う こ と な く 、 利 用 者 が 被 掃 除 面 の 選 択 を 決 定
し ア タ ッ チ メ ン ト を 装 着 し た 時 か ら 掃 除 を 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 他 の 実 施 例 と し て ア タ ッ チ メ ン ト 装 着 の 際 の 吸 い 込 み 力 を 予 め 設 定 す る こ と に よ
り 、 使 用 者 の 意 図 し た 利 用 場 所 を 想 定 す る こ と に よ り 利 便 性 を 図 れ る も の で あ る 。 吸 い 込
み 力 の 設 定 は 、 吸 い 込 み 力 を 制 御 で き る 範 囲 の 中 で 最 強 、 最 弱 ま た は ホ ー ス 端 部 を 外 す 直
前 の 吸 引 力 と す る こ と が で き る 。 ま た は 塵 埃 の 検 知 す る 装 置 に よ り 、 塵 埃 量 に よ り 吸 い 込
み 力 が 変 化 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 気 掃 除 機 は 、 非 運 転 中 に ホ ー ス か ら ハ ン ド ル 部 を 外 す 操 作 等 に よ り 、 ス
イ ッ チ を 操 作 す る こ と な く 、 電 気 掃 除 機 の 動 作 を 開 始 さ せ る こ と が で き 、 部 品 の 着 脱 等 に
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よ り 様 々 な 使 用 バ リ エ ー シ ョ ン が 考 え ら れ る 電 気 機 器 に 応 用 し て 、 そ の 利 便 性 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ お よ び ２ に お け る 電 気 掃 除 機 の 構 成 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 接 続 パ イ プ の 構 成 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る ホ ー ス 先 端 部 の 構 成 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る ア タ ッ チ メ ン ト の 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ ３ 　 塵 埃 検 知 部
　 ２ １ 　 本 体
　 ２ ３ 　 モ ー タ ー
　 ２ ８ 　 ホ ー ス
　 ２ ９ 　 接 続 パ イ プ
　 ３ ２ 　 先 端 部
　 ３ ７ 　 ハ ン ド ル 部
　 ４ ０ 　 ア タ ッ チ メ ン ト
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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